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はじめに：私（一色正男）のミッション 
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神奈川工科大学 
ホームエレクトロニクス学科 教授 
慶應義塾大学  
政策・メディア研究科 特任教授  
HEMS認証支援センター センター長 
Site Manager for W3C/Keio 
経済産業省HEMSタスクフォース座長 

HEMSにおける公知な標準インターフェイスである『ECHONET Lite』機器の 
開発・普及支援を通じて、国際標準化を推進しています。 

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
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本日のアジェンダ 
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1.はじめに（スマートハウスとECHONET Lite） 

 
2.ECHONET Liteの現状 

 
3.HEMS認証支援センターの取り組み 

 
4.これからのスマートハウスと検証技術者
の皆様への期待 
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スマートハウスとは（現在と将来） 
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省エネ 

省エネ 創エネ 蓄エネ 

これまでは 

さらに 生活価値（省エネ性・快適性・利便性）を向上 
⇒ICT（情報通信技術）の利活用が重要！ 

これからは 
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HEMS (Home Energy Management System)  ⇒ スマートハウス 
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            註： エコーネット(ECHONET) とは日本発 
        国際化を目指す家電同士の通信規格 

 
HEMSが対象とする機器のイメージ 

http://www.echonet.gr.jp/index.htm 出所：エコーネットコンソーシアムWebサイトより 

http://www.echonet.gr.jp/index.htm
http://www.echonet.gr.jp/index.htm
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スマートハウスの重要なカギとなるECHONET Lite 
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9

蓄積

・電力使用量 ・料金 ・契約種別
・お客様番号 ・氏名 ・住所 等
・他、プライバシーポリシーに基づき収集した
個人情報

データベース

民間企業等（第三者）

電気事業者

加工

電力会社のネットワーク

HGW

PV

ヒートポンプ
・燃料電池

蓄電池

エアコン

TVIHD

HEMS

PCS

PC

「見える化」

スマートメーター

・電力使用量
・逆潮流値
・料金情報 ・契約情報

・「見える化」等、サービスに
より
加工された情報
・機器制御信号 等

データベース

加工

②電力会社等

③第三者

①スマートメーター

④需要家

・電力使用量

・逆潮流値 B

メーターにより計測されたデータ 電力会社等により付加・加工されたデータ
機器制御信号 HEMSによるリアルタイム通信

メーターから直接データを取得

第三者経由で取得

C
蓄積

随時～1日後

～1日後

随時

随時

公衆通信ネットワーク

A

※上記情報の流れはガスも共通

電力等の通信ネットワーク、Web経由による取得

出所：平成23年2月17日第10回スマートメーター制度検討会「スマートメーター制度検討会報告書」 

本年5月15日、スマートメーターとBルートの通信に関するガイドライン策定。 
つまりどうなるか 
⇒これから約5000万世帯にECHONET Lite通信用スマートメータが設置！ 

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/report_001_01_00.pdf 

http://www.meti.go.jp/committee/summary/0004668/report_001_01_00.pdf
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これまでの検討の流れ（1/2） 
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2012年2月24日 

■スマートハウス標準化検討会を設置（副座長一色） 
  目的：スマートメーター及びHEMSの標準化推進 

2011年11月7日 

■同検討会の、検討内容を公表 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007.html 

（主な決定事項） 
１）ＨＥＭＳの導入と家庭内機器及びＨＥＭＳとスマートメーター間の標準 
 インタフェースとしてＥＣＨＯＮＥＴ－Ｌｉｔｅを推奨 
２）国内市場への普及と海外市場の開拓のための国際標準化の推進等 

2012年6月22日 ■JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第1回開催 
http://www.meti.go.jp/press/2012/06/20120622010/20120622010.html 

目的：スマートハウス標準化検討会での決定事項の遂行する上での 
   課題に対する工程表の作成や検討の実施。 

（５つの課題） 
（１）重点機器（創エネ・蓄エネ機器等）の下位層の特定・整備 
（２）運用マニュアルの整備 
（３）他社機器との相互接続検証と機器認証 
（４）国際標準規格との融合・連携 
（５）デマンドレスポンス技術・標準の調査・研究 

HEMS認証支援センター
の主なミッション 

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007.html
http://www.meti.go.jp/press/2012/06/20120622010/20120622010.html
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HEMSの公知な標準インターフェイス 
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平成24年2月、経済産業省が、ECHONET Liteが 
HEMSにおける公知な標準インターフェイスとして推奨。 

出所：スマートハウス標準化検討委員会 中間取りまとめ（案）より 
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2011/02/20120224007/20120224007-2.pdf
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(参考)５つの課題 
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出所：JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第1回資料より 
http://www.meti.go.jp/press/2012/06/20120622010/20120622010-2.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2012/06/20120622010/20120622010-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2012/06/20120622010/20120622010-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2012/06/20120622010/20120622010-2.pdf
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(参考)スマートハウス標準化検討会メンバー 
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これまでの検討の流れ（2/2） 
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2012年9月28日 

■HEMS(ECHONET Lite)認証支援センターが開所 
http://sh-center.org/shrepo/1044 

目的：5つの課題に対する対応状況とスケジュールの確認 

2012年11月21日 

■JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第2回開催 
http://www.meti.go.jp/press/2012/09/20120928004/20120928004.html 

目的：課題2＆3を解決するため相互接続環境を提供し開発・普及を支援 

2013年5月15日 ■JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第3回開催 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004.html 

スマートメーター－Bルート間の運用ガイドライン策定など、 
各課題に対する検討状況と今後のスケジュール確認を実施 

http://sh-center.org/shrepo/1044
http://sh-center.org/shrepo/1044
http://sh-center.org/shrepo/1044
http://www.meti.go.jp/press/2012/09/20120928004/20120928004.html
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004.html
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第3回スマートハウス・ビル標準・事業促進検討会のポイント 
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出所：JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会第3回資料より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-2.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-2.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-2.pdf
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第3回会合における重要なポイント-1 
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出所：HEMS-スマートメーター(Bルート)運用ガイドライン［第1．0版］(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf 

ON-OFF以外の情報も必須コマンドになっている 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
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第3回会合における重要なポイント-2 
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出所：HEMS-スマートメーター(Bルート)運用ガイドライン［第1．0版］(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf 

各家庭のスマートメーターにはユニークなIDが付与される 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf


Smart House Research Center 

Kanagawa Institute of Technology, JAPAN 

第3回会合における重要なポイント-3 
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出所：HEMS-スマートメーター(Bルート)運用ガイドライン［第1．0版］(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf 

スマートメーターとHEMSコントローラのネットワーク構成の決定 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
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HEMS認証支援センターは実験環境を提供 
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出所：HEMS-スマートメーター(Bルート)運用ガイドライン［第1．0版］(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-5.pdf
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HEMS認証支援センターの役割 
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スマートハウス普及拡大に向けた課題への対応 

【スマートハウス普及拡大に向けた課題】 
 
①重点機器の下位層の特定・整備 
 
②運用マニュアルの整備 
 
③他社機器との相互接続検証と機器認証 
 
④国際標準規格との融合・連携 
 
⑤DR技術・標準の調査・研究 
 
  （2012年2月スマートハウス標準化 
   検討委員会の中間取りまとめより） 

取り組む課題 
１）ECHONET Liteを用いた 
 相互接続環境の提供し、 
 他社機器との相互接続 
 検証と、機器認証の円滑化 
 を図る。 
２）現場(住宅)での設置・ 
 接続・保守管理等における 
 技術・ノウハウを身につける 
 教育・研修の場を整備する。 
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認証支援センターの設備 
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重点機器に対応した充実の試験環境 

【重点8機器】 
（HEMSと接続する可能性が高いエネルギー関連機器として選定されたもの ） 

 ①スマートメーター 
 ②太陽光発電 
 ③蓄電池 
 ④燃料電池 
 ⑤電気自動車 
  /プラグインハイブリッド自動車 
 ⑥エアコン 
 ⑦照明機器 
 ⑧給湯器 
 
  

ECHONET Lite対応 
（将来的に実現 
するものを含む） 
機器を中心に導入 

出所：HEMS-重点機器運用ガイドライン検討(案)より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-6.pdf 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-6.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-6.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-6.pdf
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センターに設置してある設備 
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センター全体レイアウト 

太陽光発電、蓄電池 

スマートメーター 給湯器、燃料電池 

電気自動車 
＆V2Hシステム 

2FではさまざまなHEMS機器を展示 

エアコン 
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平成24年度センター利用実績 

取材 見学 セルフテスト 

認証支援センターの利用状況 
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開所後、利用件数として75件、47企業の訪問 

2013.03末時点の実績（複数日利用は利用日数で件数加算） 
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センターのWebサイト（http://sh-center.org/） 
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http://sh-center.org/
http://sh-center.org/
http://sh-center.org/
http://sh-center.org/
http://sh-center.org/
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利用企業様への支援として 

25 

センターユーザー（認証第一号企業様）への 
インタビューをWebサイトにて公開しています。 

http://sh-center.org/hemspj/1174 

http://sh-center.org/hemspj/1174
http://sh-center.org/hemspj/1174
http://sh-center.org/hemspj/1174
http://sh-center.org/hemspj/1174
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スマートハウスで重要なこと 
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＆ 

住まう人が主役！ 

住まう人のための 
（スマート） 

家 
（ハウス） 
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オープンなプラットホームとしてのECHONET Lite 
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様々なプレイヤーが相互につながりサービスを創造 

ECHONET Lite(公知な標準インターフェース) 

さまざまな家電・設備機器 

エアコン、洗濯機、扇風機、蓄電池、照明、太陽光・・・ 

HEMS認証支援センター 
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ECHONET Lite＋HEMSのさまざまなサービス 
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ECHONET Liteで創る未来 

住まう人がオープンなプラットホームからサービスを選べる 
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提供できるサービスの一例（1/2） 
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提供できるサービスの一例（2/2） 
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これからのスマートハウスビジネス 

サービス品質・信頼性の重要度が高まります 

★さまざまな機能が融合 
携帯電話、音楽プレイヤー、スケジュール手帳、

音声レコーダー、地図、デジタルカメラ 

スマートフォンビジネスイメージ 

OS 
(iOS) 

OS 
(Android) 

アプリ 
(App Store) 

アプリ 
(Google 

Play Store) 
ICT産業 

通信キャ
リア 

携帯メー
カー 

★様々な機器が繋がる（これから） 
住宅設備、家電品、創エネ蓄エネ
機器、各種センサー・・・etc 

スマートハウスビジネスイメージ 

アプリケーション 

プラットホーム
(ECHONET Lite) 

アプリ 
(これから！) 

 
ICT産業 

ハウスメー
カー・施工
会社 

家電・住宅
設備メー
カー 
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今後も検討が必要なこと 

出所：各課題の検討状況と今後の課題より 
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-3.pdf 

住まう人のためにも、検証技術が重要なカギとなります。 

http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-3.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-3.pdf
http://www.meti.go.jp/press/2013/05/20130515004/20130515004-3.pdf
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最後に 
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住まう人のため、目指す方向は同じです。 
一緒に始めましょう！ 

HEMS認証支援センター 

http://www.ivia.or.jp/ 

http://sh-center.org/ 

http://www.ivia.or.jp/
http://sh-center.org/
http://sh-center.org/
http://sh-center.org/

